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手順２ 後発工事発注者（監督員等）（中央市
の場合は管財課入札契約担当）から、先発工事発
注者（監督員等）（中央市の場合は管財課入札契
約担当）に連絡し、兼務の可否について協議

兼務希望業者

先発工事発注者 後発工事発注者

手順１ 兼務希望業者から双方の監督員（中央市の場合は管財課入札契約担当）へ兼務申請
「①現場代理人及び主任技術者等 兼務申請書」
「②兼務承認様式」
※公告資料、工事請負契約書の写し、現場相互の間隔を示した図面の他、必要に応じ工事間の関
連性を説明できる資料を添付
※先発工事発注者（手順1-(1)） → 後発工事発注者(手順1-(2))の順に申請する

手順３ 双方の発注者（監督員等）（中央市の場合は管財課入札契約担当）から兼務希望
業者へ兼務の可否を回答
・後発工事発注者（監督員等）（中央市の場合は管財課入札契約担当）から、協議結果を伝
達（口頭でも良い）後、双方の発注者（監督員等）（中央市の場合は管財課入札契約担当）
から「③現場代理人及び主任技術者等 兼務申請に対する回答書」を交付

手順４ 受注者から先発工
事発注者（監督員等）（中央
市の場合は管財課入札契約担
当）へ書類提出
・現場代理人及び技術者通知
書の写し
・（後発）工事請負契約書の
写し

手順 ３

手順 ２


